
甲斐市立双葉西小学校 Ｒ３自己評価書 

令和４年 ２月 ８日 (火) 作成 

  校長 「 平塚 克人 」    記述者 職名（ 教頭 ）「 小宮山 昇 」 

学校教育目標   「 ともに学び，ともに育つ 」 

学校経営方針   

１ 学校教育目標「ともに学び ともに育つ」を常に意識し，めざす「子ども像」「学校像」 

「教師像」の実現に向け，積極的に教育実践に取り組む 

２ ＰＤＣＡサイクルを生かし，より質の高い教育活動を構築する 

３ 意欲的に研修に励み，専門職としての資質・能力の向上に努める 

４ 信頼される学校づくりの実現に努める 

１ 全体評価 

○教職員自己評価から 

・肯定的な回答が３４項目全てで９０％を超えており，全ての項目が「達成できている」と評価 

できる。本校職員が高い意識で教育活動に取り組んでいることが覗える。特にⅡ-３「学校の  

協働体制」は，Ａ回答だけで８１．５％となっており，本校の職員の強力なチーム学校体制が 

特長となって表れている。 

 

 

◯児童アンケートから 

・肯定的な回答（８０％以上）が２８項目中２７項目あり，児童が充実した学校生活を送ってい 

ることが読み取れる。 

 

・甲斐市全体の小学生アンケートと比べると，本校のＡ回答は１つを除き全て上回っている。 

 本校の特長として，Ｑ１４「積極的な委員会活動」Ａ回答８８．６％，Ｑ２７「地域支援の授

業の効果」Ａ回答８５．０％となっている。 

 

 



 

・時代を反映してか，Ｑ１９「学習以外のタブレット・スマホ・パソコンの使用」２時間以上が

３６．９％近いことに危惧を抱く。 

 

・ちなみに「保護者アンケート」でも以下のとおり。 

 

 

◯保護者アンケートから 

・Ｑ１７「朝ご飯を食べての登校」はＡ回答が８７．７％となっており，規則正しい生活ととも 

に，一日の始まりのエネルギーを蓄えて登校していることがわかる。 

 

 

◯Ｑ２３「学校の学力向上への認識」についてのＡ回答が１１．８％であることは，教職員の本

務への取組の警鐘だと考える（肯定的回答は７０％を超えるが）。確かにコロナ禍にあり，授

業参観や行事等が縮小され，保護者が直接児童の学習の場を見られないことが挙げられる。別

の形で学校の学力向上への取組や成果を発信していく必要がある。 



 

２ 項目ごとの評価結果（達成状況・改善策） 

Ⅰ 学校教育目標に関して・学校経営について 

達

成

状

況 

４項目全てにおいて肯定的回答となっている。年間を通して全職員が共通理解のもと，一 

体となって教育活動を計画し，実施していることが覗える。 

 

改

善

策 

Ⅰ-４「ＰＤＣＡサイクルを生かした教育活動」においてはＡ回答が５１．９％になって 

おり，他の項目に比べて低い。行事においては次年度に活かせる反省を残し，教育活動にお

いては，評価が自らの指導の反映だという意識を持ち，日々授業改善を図っていく。 

 

Ⅱ 学校運営について（保護者用アンケート等も含めて） 

達

成

状

況 

 ８項目全てにおいて肯定的回答となっている。特にⅡ-４「職務上の報連相」につい 

ては，Ａ回答が８５％を超えており，本校教職員が連携を取り合って学校運営に携わ 

っていることが覗える。 

 

改

善

策 

 Ａ回答のみ取り上げると，Ⅱ-６「校務支援システムの活用」についてが最も低い。導入 

されて間もないこと，システムに改良すべき点があること等も理由に挙げられるが，校務支 

援システムの利点に目を向け，更に積極的に活用していく。 



 

Ⅲ 学習指導について（児童生徒用及び保護者用アンケート等も含めて） 

達

成

状

況 

 ７項目全てにおいて肯定的回答となっている。特にⅢ-２「個に配慮した基礎・基本の定

着」については，Ａ回答だけで７０％を超え，本校教職員が個別対応やわかりやすい授業に

努めていたことが覗える。 

 

 

改

善

策 

 

 Ａ回答のみ取り上げると，Ⅲ-３「指導と評価の一体化」が最も低い。評価は指導の反映，

評価は指導の鑑だという意識を持ち，良い点の継続，悪い点の改善に日々取り組んでいく。 

 

Ⅳ 生徒指導について（児童生徒用及び保護者用アンケート等も含めて） 

 

達

成

状

況 

 ５項目全てにおいて肯定的回答となっている。特にⅣ-３「規範意識の指導」については，

Ａ回答だけで７０％を超え，日常的な生徒指導に励んでいることが覗える。 

 

改

善

策 

Ⅳ-４「キャリアパスポートの活用」については，学校として意識的に取り組む必要があ 

る。直接の職業教育でなくとも，地域の人々の働き，社会の流通やしくみ等，また自身の活

動等を振り返る場面を任意に設けながら，児童のキャリア育成を促すよう仕組んでいく。 



 

Ⅴ 地域との連携について 

達

成

状

況 

 ５項目全てにおいて肯定的回答となっている。特にⅤ-３「学校だよりやホームペー 

ジでの広報」については，Ａ回答だけで８５％を超えており，地域や保護者への発信 

に努めていることが覗える。 

 

改

善

策 

 一方，保護者アンケートのＱ４「学校の様子や教育活動の広報」については，肯定的意見 

はありながら A 回答が３４．２％と，職員との差異が大きい。そのため，コロナ禍ではあ 

るが教育活動を理解していただくために，授業参観以外にビデオ配信等，工夫した発信を行 

っていく。 

 

Ⅵ 学校の特色に関して 

達

成

状

況 

２項目のどちらとも肯定的回答となっている。読書活動，児童会活動のどちらにも励んで 

いることが覗える。 

改

善

策 

一方，児童アンケートＱ１８「読書時間」によると，児童の読書時間で「３０分間より少 

ない」「全くしない」を合わせると，４０パーセントにも及ぶ。学校では学校応援団や「ピ

ッピの会」による読み聞かせ，親子読書，国語の学習と兼ね合わせた読書等，様々な工夫を

行っている。スマホやゲームに時間が奪われていることは全国的な傾向だが，創造力を培う

大切な活動としての読書を，家庭にも啓蒙していく。 



 

Ⅶ 創甲斐教育について 

達

成

状

況 

３項目のどちらとも肯定的回答となっている。特に，Ⅳ-２「児童同士の対話力の指導」， 

Ⅳ-３「児童の体力向上・健康指導」に努めていることが覗える。 

 

 

改

善

策 

一方，Ｑ１「児童の読解力・表現力を高める指導」は，他に比べて A 回答が低い割合と 

なっている。これらの力は今後育成すべき重要なコンピテンシーとなっている。 

そのため，次年度は，全ての教科等において「読解力・表現力を向上させる」重点的な指導

を行っていく。 

 



３ まとめ 

 <成 果> 

・自己評価（教職員）全ての項目において否定的意見がなく肯定的意見に傾いたことで，教職員

が日頃から高い課題意識を持って教育活動に努めており，学校教育目標に基づいた適切な学校

運営がなされていることが覗える。次年度も自信を持って，活動や取り組みを引き継いでいき

たい。 

 

  <課 題> 

・コロナ禍，学校と保護者・地域との連携，学校の教育活動の発信等をどのように図っていくか，

まさに現代の課題と言える。ICT の活用も考慮に入れ，新しいアイディアを募りながら，前例

に捕らわれず新しい取り組みを進めていく。 

 

 

 

 


